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策4回結晶成長国際会議と

第2回結晶成長国際セミナｰ

テオフラストス(B.C.373-287)の｢石について｣

が鉱物学の最古の文けんであるカミこの中に鉱物や宝石

のもつ魔力や医薬品としての効能カミ書かれているとと

もに石カミどのようにしてできたかという空想も書かれ

ている.同じことはロｰマの自然研究家プリニウス

(A.D.61-113)の有名た37巻にわたる｢自然史｣(そ

のうち最後の5巻が鉱物金属宝石石材などにあて

られている)についてもいえる.また13世紀に発行

されたアルベルトゥス･マグヌス(A.D,1193-1280)

の｢鉱物の本｣でも同様でアルベノレトウス･マグヌス

はこの本の第1巻で鉱物の構成成長成因について

主としてアリストｰトノレの考えをもとにした議論を展開

しあげくのはてには宝石が何故魔力をもっているか

の証明まで行なっている.

このように鉱物の美しい結晶カミどうしてできたかの

疑問とこれに対して説明を与えようとする試みは紀

元前から行なわれていた.結晶に関する科学の第一歩

である面角安定の法則やアウイやロバｰト･フックの

結晶の構造モデルももとはといえばこの種の疑問に

説明を与えようとしてだされたものだといえるかも知れ

ない.その証拠にロバｰト･フック(RoBE醐HooKEs,

砂川一郎

1635-!703)の構造モデルの説明図はビｰカｰの底に

できた明ぱんの結晶の面とともに示されている.

第1図フックの結晶構造のモデル図上顕微鏡

観察下構造のモデルと対応する結晶の

形

天然の鉱物の美しい結晶がどうしてできたかを明らか

にしようとするのは人間のもつロマンの一つであった

ろう.これに対して美しい宝石や高価狂貴金属を

安価な材料からつくりだそうという試みは人間の欲望

の産物であったかも知れない.

宝石模造は古くエジプトやアラブの頃から行なわれて

いたらしい.古い文けんをみるとエメラノレドトパ

ｰズヒヤシンスサファイヤなどの模造宝石をガラス

や樹枝を使って模造する処方がでている.これらはも

ちろん結晶ではない.しかし結晶育成の仕事もまた

行なわれている.その多くは水溶液からの結晶成長で

塩や炭酸ナトリウムの結晶づくりはエジプトアラブ

の頃からはじまっている.硝石は8世紀にはすでに精

製法が知られていた.

15世紀にたると明ばんの結晶育成工場ができ16世紀

には氷砂糖の結晶カミ17世紀にはロッシェル塩が工業的

につくられるようになっている.さらに19世紀になる

とフラックス法やいわゆるベノレヌｰイ法カミ発明されあ

るいはダイヤモンドの合成が試みられるようになった.

こうしていろいろな結晶が人間の手で育成されるよう

になったわけである.しかし純粋狂結晶を育成しよ

写真1

ICCG-4開会式�
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うとする努力は半導体が発明されて以後爆発的にな

ったといえよう.

このように結晶に対する関心は結晶の構造に対す

る関心よりもまず結晶成長に対する関心からはじまっ

たのである.ところがラウエカミX線に対して結晶カミ

回折格子の役割を果すことを1912年にはじめて明らか

にしこの発見を出発点としてブラッグ卿やゴｰルド

シュミットたちによってX線による結晶構造の解析が

はじめられだすとともに結晶学者たちの関心はもっぱ

ら結晶構造解析に集中していった.これはごく当然の

なりゆきであったかも知れないが結晶のもつその他の

興味深いことがらについてはすっかりわきに追いやっ

てしまうという雰囲気もかもしだしてしまった.結晶

学とは構造解析学であるという雰囲気がしばらく続き

それ以外の結晶に関する学問をしている人たちは結晶

学の枠外にはみだされるような状態が存在した.

もっともこの間に幅広い関心を示した結晶学者がい

なかったわけではない.M.I.T｡のM.J.BUER鯛Rやソ

連のSc亘UBNIK0Yなどはその例であろう.Sc亘U酬IK0Y

が書いた｢結晶学の将来｣についての論文を私はどこ

かで紹介した覚えがあるカミ大変示唆に富む論文で結

晶成長に関する研究の重要注をその頃すでに盛に強調し

ていた.

一方結晶成長自身の研究はどうだったかというと

これはむしろ結晶学者自身の間で研究が進められていた

というよりは物理学者化学者あるいは金属学や半導

体などの工学の分野の研究者によって進められていたの

である.いわゆる結晶学そのものに関心をもってい

る人達によってではなく結晶構造の知識をほかのもの

を理解するための道具として使う人達が結晶成長研究の

おもなにない手であった.この人達の間で結晶構造

にいささか偏りすぎている国際結晶学連合IUCrや国際

結晶学会議ICCrに対してある種のあきたらなさをも

たれたのも無理からぬことだったかも知れない.

今度の開会式の記念講演でRC･F趾NKは中谷宇吉

郎の雪の研究を紹介しながらその中で面白いことをい

っている.彼の表現を借りれば

｢中谷は双晶という術語を使ったことはない.中谷は結晶学

的な指数をまったく使わなかった.これは匁ぜかというと

オルソドックスな結晶学者に対して彼白身小さな戦争をしてい

たからである･中谷の考えによると結晶学者は内部の格子

構造にばかりとらわれており結晶の形に余り注意を払ってい

ない･このために彼はむしろ強情なまでに結晶学的な指数

や双晶という術語を使わ次かったのである.しかしこれは

結局双晶であり結晶学的な指数は記載の役にはたつ.｣

さて結晶成長の理論的な研究の第!期としてGIBBs,

WUL亙亙,CURIEらの熱力学的な取扱いをとるとすれぜ

結晶成長の原子論的な理論はKoss肌,STRANsKI,Vo}

MERらの層成長理論によって第2期を迎えBURT0N,

CムBRE趾,F跳NKらの渦巻成長理論によって第3期を迎

えた.第3期は1948年から出発したのである.一方

実験的な研究や単結晶育成の仕事は第2次大戦中に急

速な進歩をみせた.電波兵器に使われる水晶ADP

KDP狂どの単結晶に対する要請カミ強かったからである.

これらの成果をまとめて戦後第1回の結晶成長に関する

討論会がイギリスのブリストｰルでファラデｰ協会

主催によって開催された.この討論会はFRANKの渦

巻成長理論カミ発表されたという点で記念すべき討論会で

あった.

やカミて半導体工学が各国でぼっ興する.それまで

使われていた真空管のかわりに電気を伝完る場として

写真2

IOCGの要人左からF.C.

FRANK(U.K.会長)W.

BARDsLEY(U.K.前会長)

父､K皿脳(F舶ns)

W.DE互il:Y鰍(胴gim)

M.Sc正iI鵬眺(Is胞e1総務

幹事)

幹事)
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結晶を使おうという工学である.このためには制御

された性質をもった単結晶カミ必要である.単結晶育成

に最大限の努力が払われるようになったのは当然であろ

う.一方金属学の分野でも事庸は似ている.多結

晶体である金属の研究は単結晶の研究を基礎にしなけ

ればならないという認識カミ深まりまた結晶の格子欠陥

に関する研究カミ造むにつれて金属の単結晶育成の研究

が盛に行なわれるように校った.高分子の研究でも

高分子単結晶上でのKE肌ERによる渦巻成長層の最初の

観察によって高分子のいわゆるミセノレ構造が解明され

た.こうして結晶成長に対する関心が深まり1958

年にはNewYo北近郊のCooperstownで再び結晶成

長の国際会議が限られた少数の人を集めて開催された.

この会議ではひげ結晶高分子結晶の成長機構に焦点

カミ集まったとともにF跳NKカミいわゆる束ね合い理論を

だしたことでも特徴づけられる会議であった.この会

議のProceedingsはGrowthandPerfectionofCrysta1s

という形で出版された.一方ソ連でもS亙U酬IK0Yが

中心となって結晶成長に関するソ連圏の会議を1956年

からはじめすでに7回のProceedi㎎sが英訳出版され

ている(GrowthofCrysta1s∀o1.1-7).

このよう狂情勢の中で国際的な結晶成長に関する会

議を定期的に開催しさらに結晶成長の国際組織をつく

ろうという動きカミ高まってきた.この動きはとくにア

メリカで活発になった.既存の結晶学国際会議の中に

入らないでこれとは別個な会議を組織しようという動

きにたったのは結晶成長を研究している人々がそれ

までの結晶学者の進み方に対して中谷宇吉郎カミ感じた

と同じような印象をもっていたからであろう.オｰソ

'ドックスなアメリカの結晶学者たちの側にも結晶成長

のグルｰプも包含して結晶学を幅広いものにしてゆこ

うとする空気は当時もりあがらずむしろ結晶学国

際会議と平行して結晶成長国際会議が開かれるのは困る

というマイナスの空気の方が強かったようである.こ

のような雰囲気の中でアメリカの金属や半導体関係の

研究者が中心となって1966年にボストンで第1回の結

晶成長国際会議が開催された.出席者は予想を上まわ

って500名に達し日本からも10余名の研究者が参加し

た.

第1回の結晶成長国際会議ICCG-1で以後3年に

1度づつICCGを開催することがきめられた.こう

して第2回はイギリスのBimingham(1968)で第3

回はフランスのMarsei11es(197i)で開催され第4回

を1974年3月24日から29目まで東京経団連会館で開催

する運びに荏ったのである.

ICCG-4を日本で開催する見込みカミたってからのち

この会議をめざして気運をもりあげるために毎年国内

結晶成長会議NCCGを開催することにした.結晶成

長ないしこれに関連する学会はそれまでいくつかあっ

た.化学会の中に所属し毎年秋に学会を開催し来年

は満20周年を迎えるという人工鉱物討論会はその代表的

恋例である.この討論会は化学会炉中心になり鉱物

学会や結晶学会などカミ協賛して開催している討論会であ

るが名前の示すとおり人工鉱物を中心とした討論会で

金属半導体高分子や生物などは範ちゅうに入りにく

い.一方物理学会や応用物理学会でも年会には結

晶成長のセッションカミいくつかもたれるようになり窯

業協会の窯業基礎部会でも結晶成長に関心カミ深まるし

鉱物学会でも結晶成長をテｰマにした討論会カミ何度か開

催されている.このように結晶成長の学問は真に学

写真3

FRムNKの答礼をうけるICCG-4組織委員右から越響学術会議会長橋口組織委員長有住総務幹事加藤(出版)

(プログラム)斉藤(展示)小川q会計)菅野(会場)の各委員長

馴11�
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写真4開会講演を行なうFRANK教授

際的で物理学化学鉱物学などの理学分野から

金属半導体.窯業合成化学の工学分野までさらに

は単体金属合金無機化合物などの無機材料から薬品

高分子から生物体までの広範囲の分野にまたカミっている

学問である.そこで結晶成長というところに焦点を

しぼった講演会を開くためには関連学会のすべてと等

距離のところにある形をとることが必要と考完られ12

の学協会(応用物理学会高分子学会電気通信学会

目本鋳物協会目本化学会目本金属学会目本結晶学

会目本鉱物学会目本鉄鋼協会目本物理学会周本

薬学会窯業協会)の共催という形でNCCGを開催す

ることになった.NCCGではそれぞれの学会で既

発表の論文でも発表してよいということにし昨年で5

回開催したのである.

結晶成長の研究を国内で急速にもりあげる原動力に荏

ったもう一つは特定研究｢結晶成長｣の採択である.

この特定研究は結晶学研究連絡委員会と鉱物学研究連

絡委員会の共同提案で学徳会議に提出され昭和47年度

から3ケ年計画で採択された特定研究である.これま

た広範囲な分野の研究者の参加があった.

このような国内情勢の下でICCG-4は学術会議主催

と決定されたのである.組織委員会の委員長は橋口隆

吉東大教授(金属学)かなり総務幹事を有住徹弥名大

教授(半導体)プログラム委員長砂川一郎東北大教授

(鉱物学)出版委員長加藤範夫名大教授(結晶学)

会場委員長菅野卓雄東大教授(半導体)展示委員長斎

藤筆名大教授(無機合成化学)科学展示委員長砂川一

郎教授会計委員長小川智哉学習院大教授C応用物理学)

という組織をつくった.この会の準備は少数の実際

に動く人が中心となって.合議制という体制をとること

にした.

一方ICCGの特徴の一つは開催国だけですべてを

決めるのではなく国際的に相談しながら準備を進める

点であろう.そのためIntemationa1Adviso工yCom･

mittee(22ケ国45名)を設け各国から招待講演者候補

の推薦を求めた.もっとも決定は当然国内のプログ.

ラム委員会の判断で行枚った.一方Proceedingsは

NorthHo11andPub.Co｡から出版されている国際誌

Jouma1ofCrystalGrowthの特別号として出版するなら

わしである.そこでこれはすべて国際協力によって行

なった.す荏わちその編集者は加藤範夫K.A.Jム｡K-

s0N(USA),J.B.MULLIN(UK)の3名でProceedings

に提出する論文は15名の国際的に選んだSubjectchair-

men(日本人は入っていない)の処でレフェリｰし

〕ouma1o{Crysta1G工｡対hのスタンダｰドにあう原稿

だけを採択するという方針をとった.こうして結果

として提出論文175編中115編だけがP･oceedingsに採

択されたのである.

招待講演者の候補のリストアップができまた1972

年に来日した国際結晶成長組織(Intemati･n･10･g･ni･

zationofCrysta1Growth)の総務幹事でありICCG'1

の組織委員長であったM.Sc亘囮B鵬教授とも話し合い

ながらICCG-4プログラムの基本構想カミ徐々にできて

いった.これらの国外からの意見をもとに招待講演

者は1972年仙台で開かれたNCCG-4の際のプログラム

委員会で決定したのであるがその前のもとになる基本

アイデアは1972年夏京都でのIUCrの際に数人で酒を

くみかわしながら生れたのである.つまり開会式の

記念講演で過去をふりかえり閉会式の講演で結晶成長

学の将来を展望し中間の夜間の特別講演で結晶成長の

理論と実験の現状をみようという全体構想と招待講演

者の選択では今までICCGに参加していなかった分

野の人をひきつけるためその種の分野からの人を入れ

るように努力しようということであった山また平行

セッションは最大限3つにしぼりICCG-3でみられた

ような5つの平行セッションを設けるという愚をくりか

えすまいということもきゃた.このようにして次の

ような特別講演と招待講演者カミきめられた.

開会講演

F.C.FR州亙(Bristo1,UK):JapaneseWorkonSnow

����

(日本の雪の結騒の研究を主として中谷宇吉郎の研究を通じ

て紹介.ただし単純な科学史的な紹介では衣く随所に

FRA脳一流のするどい着眼で結晶の外形の問題点を指摘し�
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る.

独白の解釈を専えている.終了後中谷先生のお嬢さんの

中谷芙二子さんが紹介されて謡を一層感銘深いものにした｡

また27目には3月に珍しく東京に大雪がふりF跳NKが雪の

話をしたからだろうと話題になった.祖おFRANKの開会

講演は中谷芙二子さんのとったテｰプをもとにr自然｣誌

上で全文公開される予定である.)

閉会講演

R.んLAUDIsE(Ben.Lab.,USA):FutureNeedsana

Opportunit三esinCrysta1Growth-CrystaIGrowthin

�教�爲�〰

(LムmエsEは熱水合成法その他でつとに著名な単結晶育成の

専門家.最近GrowthofSing1eCrysta1sの著書がある｡

LAUDIsEの統計によると物理学全体としての論文発表数の

増加率のほぼ倍のスピｰドで結晶成長関係の論文カミ増加し

ているそうである.我々は結晶成長学の将来に対して楽

観的にみたらよいのかそれともペシミストでいるべきだろ

うか?)

3月27目の夜開かれた夜間特別講演は次の2件であ

S.A皿肌INcKx(Antwerp,Belgium):TheCharacteiza-

瑩潮潦�晥捴�湃特���

(A亙ELINcKxといえばまず誰でも頭に浮ぶのは転位の美し

い電子顕微鏡写真である.結晶の中の格子欠陥を電子顕微

鏡的な方法で直接観察する研究で彼の右にでる人間はいな

い.美しい電子顕微鏡写真をみせながら結晶成長と結晶

中の欠陥との関係を説明した.)

んん､C朋RN0v(Moscow,USSR):Singularfacets

却慢楨�

(CHERN0甲については本誌上でも紹介したことがある一本

誌1967年4月号参照一.これからの結晶成長の理論面を背

負う人間である.Morpho1ogica1stabi1ityは最近特に関

心を集めている問題で円盤や円筒の形から出発して時間

や条件の変化とともにその形がどのように変ってゆくかを

写真5ICCG･ラウンジ(経団連会館)での科学展示

解こうとする理論である.この面のおもな仕事は招待講

演者の中にいるSekerkaによって主に行なわれてきたが

それは円盤や円筒についてであり金属のようなメノレトから

の成長には適用できるが気相や溶液相から成長する結晶

すなわち液一国の境界面が低指数のスムｰズな結晶面一Si阯

gularfacets一で囲まれているような場合には適用できない.

C肥醐｡平のこの講演はここに焦点をしぼったもので気相

や溶液相からの成長が支配的匁天然の鉱物の結晶の形を考え

る上では特に役にたつ理論であるといえよう.)

招待講演は下記の!7件でうち五件は講演者欠席のた

め取り消しになった.

R,KER贋(France):Mechanismo壬epitaxy

M.J.STow肌(UK):Theinitia1stagesofthin丘1m

晏�慴��

E.KALDIs(Swit名er1and):OIユ出erate-determingstepsin

hightemperature∀apourgrowth

R.J.H.Vo0RH0E柵(USA):Useofmo1ecu1arbeamsin

studyingcrystalgrowth(取消し)

M.B.PANIsH*,M.I㎜G㎜s,G.A.RozG0NYI,P.PETR0冊

(USA):Liquidepiaxyo壬III-Vheterojmctions:System

thermodyna血icsand丘netuningofthe1atticeparameters

工CHIKムwム(Japan):Theマideodisp1aytechniquefor

X-raytopographici皿agesanditsaPP1icationforstudy

ofcrジsta19rowh

RU珊Dム(Japan):Growthof丘nepartic1es

P.B酬NE肌(Nether1ands):Crysta1growthfromso1ution-

��特慮��敲業��

TFUJI0KA,RS眺ERKA*(USA):Morpho1ogica1stabi1ity

潦摩獣捲���

J.nLITINGsT0N(USA):Unidir㏄tiona1so]idi丘｡ationof

eu亡ecticandeutectoida11oys

A･HIGムsIII(Japan):Growthandpropertiesoficecrysta1s

K,S.BムGDムs畑0T(USSR):Growthanaperfectionof

�����牡���楡�

んRLムNG(UK):G1impsesintothegrowthhistoryof

��牡�楡浯��

NW舳肥(USA):Crysta1growthofca1ciumcarbonate

楮�漱�楣�����

S.AsムKURA(Japan):Bio1ogica1structuresandtheir

杲��

KA･Jム｡Ks0N(USA):Ptesentstateofthetheoryof

捲������������

W.T.STAcY(Nether1ands):Xraytopographiccharacteト

izationo壬garnetbubb1emateria1s

K囲Nの論文とSTowE皿の論文はともに下地の結

晶上にごく少量の金属を成長させ2次元的な核形成

過程を追いかけた研究である.この種の研究は超高

真空の電子顕微鏡下で核カミできそれが育ってゆく過程

を直接その場で観察することによって行なわれる.

K囲Nは下地の結晶上に定方位で落ちつく前に行なわ

れる径数十Aの微細粒子のブラウン運動に焦点をあてた

話をした.微細粒子といえば上田良二がまとめて話�
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したGrowthof丘nepart三｡1esの研究は日本のお家芸

の一つである.焔の申で金属を気化させてできる超微

細粒子の形や物性は普通のサイズの結晶の性質とは違

ってくる.超微細粒子の研究はそもそもは純然たる

知的興味から出発したものであるが最近では工業的な

用途がひらけはじめてさえいる.

K朋NやST0wELLたちの話は下地結晶上に定方位

で成長させた(エピタキシャル成長)薄い二次元的な結

晶を使っての核形成機構や結晶成長機構の研究という

基礎的な研究課題であるがこの種のエピタキシャル成

長はICの製造や化合物半導体でのP型とn型のヘテ

ロジャンクションを作る際の基本的な手法であるので

半導体工業分野では盛んに研究が進められている.

P州Is亙やVOoR亘｡酊Eの講演はこれらの赤月面での研

究賊果についてであった.エピタキシャノレ成長は気相

からも行なわれるが最近では下地結晶を液の中にど

っぷりと漬けて液相からエピタキシャル成長をさ世る

方法も発達した.PANIs互は液相エピタキシャル成長

を中心として話した.半導体の分野ごとに化合物半

導体の研究で同様に深い関心がもたれているのは気相成

長である.K岬DIsの講演は気相成長で律速の役割

を果す成長層のステップに関する議論であった.

半導体材料だけで放く金属や高温酸化物の大型単結

晶をつくるにはなんといってもメルト相からの結晶成

長が最も大事である.エピタキシャノレ成長や気相成長

では薄い二次元的な結晶や小型の単結晶をつくること

はできても大型単結晶の育成にはもともと不向きであ

る.求める材料を溶融してそれに種子結晶をつけて

引上げるとかあるいは帯溶融するなどの方法を採用す

れば大型の単結晶カミ育成可能である.メノレト相から

の成長では液相と固相との間に気相や溶液相からの

成長にみられるような濃縮度のいちじるしい差が荏いの

で液相一固相の境界面の構造したがって結晶成長機

構カミいちじるしく違っている.気相や溶液相からの成

長では層成長や渦巻成長だと低指数の結晶面上に二次

元的な成長層カミひろがることによって結晶カミ成長する.

一方メルト相では液相一固相の境界面は原子的に凸

凹な面であるのが一般であるため二次元成長は行なわ

れず界面が一様に前進してゆく一様成長が一般的な様

相である.これにともなっていろいろな面が気相

や溶液相からの結晶成長とは違った様相を示す.この

ようなメルト相からの成長機構についてKA･JAcKs0N

が理論のレビュｰを行ないSEKE肛Aが境界面のmOr-

pho1ogica1stabi1ityの理論をまとめて話した.一方

B蝸Dムs蛆｡vは種々の高温酸化物のおどろくべく大きい

単結晶を示して感銘を与えた.

両極端である気相とメルト相での結晶成長機構につい

てはかなりの程度理解が進んでいるがまだすっきり

しないところが多いのは溶液相からの成長機構でこの

理論と実験をまとめたのがB酬N㎜Aの話である.一

方共融系での成長も古くて新しい問題でLIYINGsT0Nの

講演はこの面での現状をまとめたものである.

結晶の成長過程と結晶の完全性や物性は直接的な関係

にある.そこで結晶の｡haracterizati?nという言葉

が盛に使われ不純物転位などの格子欠陥か結晶の

中でどのように存在するかについての研究が行たわれて

いる.AMELINcKxの特別講演は電子顕微鏡を使って

の格子欠陥の｡haracterizationであったが格子欠陥を

直接観察するもう一つの重要枚方法はX線トポグラフ

ィｰである.C亘凪wムの発表は強力X線源を用い

TVでビデオ撮りする方法を開発することによって従

来長時間を要していたX線トポグラフの撮影時間を一挙

に大幅に短縮したものでこれによって応力場で転位な

どの格子欠陥がどのような挙動を示すかを容易に知るこ

とが可能になった.HI眺s㎜の氷についての講演も

X線トポグラフィｰを活用して行なわれた氷の成長と物

性についての研究結果でありSTAcYの発表は液相エ

ピタキシｰ成長させた稀土類ガｰネットの磁区と成長欠

陥との関係をX線トポグラフィｰで対応させた研究であ

る.稀土類ガｰネットはマグネティック･バブノレ･

ドメイン物質として最近注目をあびている物質である.

さて以上の招待講演は今までのICCGに積極的

な参加がみられた分野の研究から選ばれたものであるカミ

従来余り参加がみられず今回とくにとりあげたものと

して天然の鉱物の成長吏に関する研究と生物学に関

連した結晶成長とがある.鉱物の成長吏では天然ダ

イヤモンドの結晶に対してX線トポグラフィｰを適用

して明らかにしたダイヤモンドの成因に関するLムNGの

講演がえらぱれた.生物学に関連した問題ではべん

毛の成長(これまた結晶の成長である)についての名大

のAsAm趾による発表と真珠や介殻溶どの生物体の中

で行なわれるCaCO｡の結晶成長機構についてのWムTムBE

の講演である.WATA囲は東北大岩鉱教室を卒業した

鉱物学者であるが早くから真珠の研究をはじめており

現在はSouthCa1o工ina大学の生物学の教授に在ってい

るという変り種である.

さてこのように招待講演の内容をみると結晶成長

の関連している範囲カミいかに広いかがよく理解される

であろう.金属や半導体あるいは鉱物在との無機化�
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合物から有機化合物や高分子などさらにはべん毛や

筋肉などの生物体までの広範囲な物質に結晶成長が関連

しているのである.このことは一般講演についても

みられる.

一般講演は申し込み論文数が360余編に柱り3会

場に限定するという大前提もあったため約30編の論文

を断らざるをえなかった.このため代読は全く認めず

可能な限り1人1論文に限定しまた1研究機関からの

論文数にもある程度制限を加えた.私の研究室からも

8論文の発表申し込みをしていたがプログラム委員長

として率先して切らざるをえず半分の4編にしぼった

よう次次第である.こうして合計328編の一般論文

がプログラムにのった.しかし国際会議の常として

最後の段階で出席不能になる人も多く実際にはこのう

ち42編の論文発表がとりやめになってしまった.とり

やめにたった数はソ連からの論文が最も多く27編になる.

これらの論文は次のような21のカテゴリｰにわけた.

それぞれのカテゴリｰのセッション数を右側に示したカミ

これから現在の結晶成長研究の動向カミうかがえよう.

1セッションの論文数は7～9編である.

セッション数

1結晶成長の分子的な機構についての理論と実験

2モルフオロジｰ理論と実験

3成長過程と結晶の完全性および物性の関係

4気相成長(気相輸送法CVD法)

5薄膜の基礎的問題

6エピタキシｰ(液相エピタキシｰもふくむ)

7溶液相成長(ゲル成長もふくむ)

8フラックス成長

9熱水合成高温高圧合成

10メルト成長

11共融系の成長対流とセグレゲｰション

12固相成長相転移

13高分子と生物結晶の成長

14天然鉱物の成長史

15オプトエレクトロニックス結晶の成長

16新しい育成法

17科学映画教育映画

18雪と水

19ひげ結晶の成長

20液相でとり囲んだチョクラルスキｰ法成長(LEC)

21ガｰネットの成長と性質
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気相成長エピタキシｰメノレト成長などのセッショ

ンの数が多いのは半導体工業の分野での結晶成長に対

する関心の深さをあらわしている.半導体関係の結晶

の中でとくに関心が集中した材料として新に設けたセ

ッションが15のオプトエレクトロニックス材料21の

ガｰネットでありまた20のLECは結晶育成の新しい

方法として最近江胃をあびている方法である.すなわ

ちチョクラルスキｰ法でメルトから結晶をひき上げて

単結晶を育成する際に結晶のまわりを不滑性の液体でと

り囲んで行なおうという方法である.

結晶成長の理論や成長機構の実験的研究を扱ったカテ

ゴリｰはカテゴリｰ番号の125などでありと

くに結晶の外形に関するカテゴリｰ2への論文数が多く

なっていることが注目される.F跳NKの言葉を借りれ

ばモルフォロジｰを理解すれば結晶成長は理解され

たことになる.モルフォロジｰは結晶成長機構にと

って基本的な重要なポイントである.

モノレフォロジｰというと平らな面で囲まれた規則正

しい結晶外形だけを想像するかも知れないがメノレトか

ら成長した円筒形の結晶のような曲面で囲まれた結晶の

形も結晶のモノレフォロジｰである.これを規定する

のは結晶化が進行する唯一の場所である液相と固相と

の境界面の構造で境界面カミスムｰズな低指数面であれ

ば平らな面で囲まれた普通の結晶ができラフな原子的

なオｰダｰの凹凸をもっていれば一様成長を行ない曲

面で囲まれた結晶ができるわけである.カテゴリｰ2

の4つのセッションにはこのようなモノレフォロジｰも

含まれている.

結品を育成し大きな美しい単結晶カミできればそれ

で全て終りであるとすれば結晶成長は芸術にしかすぎ

ない.できた結晶がどのような特性完全性をもって

いるかの｡haracterizatiOnを行恋わなければならない.

characterizatiOnとはこうした特性完全性と結晶成

長の条件や機構とを関連づけて把握する作業である.

このような積みあげがあってはじめて結晶成長は芸術

から科学･技術へと発展してゆくであろう.カテゴリ

ｰ3にセッションが5つもできたζとは｡haracterizか

tiOnの重要さの認識が深まっている証拠である.

今までのICCGでみられずICCG-5ではじ｡めてと

りあげられたカテゴリｰとして13の高分子と生物結晶

の成長14の天然鉱物の成長史18の雪と氷がある.

雪と氷は中谷宇吉郎以来日本のお家芸である.鉱物の

成長吏がとりあげられしかも3つのセッションに相当

するだけの論文が集まったのはわれわれとしては大変

喜ばしいことである.成長史の解析が日本だけでは

なくイギリスやフランスでも注目をあびるように放り

電子顕微鏡やX線トポグラフィｰを応用して結晶中の

種々の不完全性をしらべあげそれから結晶成長の履歴

が解明されている.ダイヤモンドやガｰネットトパ

ｰズ長石などについての発表カミあった.�
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写真6ISSCG-2の会場となった富士ビュｰホテル

的な会合である.

ISSCGの第1回はICCG-3をフランスのプ

ルセｰユで開催したのにあわせてその前の約

10日間オランダのライデン近くのNoordwijk･

erhOutで開催された.結晶の形態と構造との

関係の研究で有名なp.H蛆TM州カミ組織し私

もこれに出席した.日本からの出席者も7～

8名おりこの人達の意見で旧本でICCG-4

を開催する際も是非ISSCGを開催しようとい

うことになった.早大の上田隆三教授が委員

長と植ってICCG-4の組織とは別個にしか

しリンクした形で準備された.

結晶成長は動的過程であるから映画が最も説得力が

ある.映画のセッションでは｢W㎝dersofCrysta1s｣

という教育映画が上映されたほかに毛髪状銀の成長プ

ロセス水の結晶成長プロセス薄膜での二次元的な結

晶の成長と融合プロセスの電子顕微鏡によるその場観察

チョクラルスキｰ法での結晶回転速度の影響についての

シミュレｰションなどの研究映画が上映された.

こうして参加国25ケ国登録した人の数769名うち

外国からの出席者199名随伴者36名という大会議にな

ったICCG-4は無事終了した.大成功だったと多く

の人から賛辞をもらい組織した人間の一人としてホッ

としている.考えてみると1970年のIMA-IAGOD

Meetings'70からほとんどひき続いたような形でICCG

-4まで大き祖国際会議2つの開催に関与してきたわけ

で5～6年はこの準備に相当な精力を費されたことに

なる･準備の最初には割合気楽な気持で役をひきうげ

てしまうが終りになるにしたがってなんでこのよう

泣役をひきうけてしまったのかと思うようになる.し

かし終ってみると矢張ある種の満足感はある.こと

にわカミ国の若い研究者が語学のバリヤｰに打ちまか

されずに発表でも個人的た討論でも一層積極的になっ

てきている姿をみると満足感は一入である.

さてICCG-4が終了してからひきつづいて3月31

目から4月7目まで河口湖畔の富士ビュｰホテノレで第2

個結晶成長国際セミナｰ(2ndIntemationa1Sp工ing

SchoolonCrysta1Gro耐h,ISSCG-2)が開催された.

ICCGがいわば一種のお祭りであるとするとISSCGの

方は寝食を共にしながら1週間びっしりと結晶成長の

基礎を勉強しようというわけであるからはるかに実質

ISSCG-2は富士山のみえる(おどろくべ

きことに会期中の大半の目が快晴で連日美し

い當士をまのあたりにすることができるという幸運に恵

まれた)静かな環境で同じホテルに泊り込み一緒に

食事をして基礎から勉強するわけであるから極めて

実質的であった.

講義は午前中と午後3時から6時までで長いひる

休みをおくというシステムである.前日の講義に関す

る質疑応答を翌日の講義の最初に45分間行政いまた

最終目には結晶成長に関する将来の展望についてのパネ

ノレディスカッションを開催した.

基礎事項についての講義を聞くこと自身カミ集り多かっ

たと同時にこの学校での特色は夜のinfoma1皿eet-

in9とひる休みの個人的恋討論である.夜間は数

人の人か語り合って共通のテｰマをつくりinforma1

meetingをするぞという掲示を黒板にしておいて集ま

るといういわぱ自然発生的な討論会が連日2つか3

つづつもたれていた.自由な意見の交換と論文には

書かれない実験法などの機微も聞けるというこの種の会

合は大変に実りの多いものであったといえよう.こ

写真7コｰヒｰ･ブレイク風景�
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写真8
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参加者

れが成功したのは一つには参加者の構成にもよってい

るかも知れない.国外からの出席者は旅費の関係も

ありある程度estab1ishされた研究者が多かったので

日本の若手の出席者どこれらのすでにestab1ishされ

た人々の間で自由な意見の交換が行匁われ実り多い

ものになったのであろう.この意味でISSCG-2は

物を教わる学校の性格とともにセミナｰの性格も兼ね

備えていたわげである.

ISSCG-2の出席者は合計で約180名うち外国から

の出席者は約70名であった.(筆者は元所員現東北大学)

日本地質学会

1.昭和49年9月1目

(目)～3目(火)

2.日本地質学会第81年

総会柱らびに学術大

会

㌮

�

�

西065札幌市北区北十条西八丁目

北海道大学理学部地鉱教室内

北海道大学

目本地質学会

目本地質学会第81年

総会準備委員会

電話(011)一71!-2111

日本鉱物学会･日本鉱山地質学会･日本岩宿鉱物鉱床学会

!.昭和49年10月14目(月)～17目(木)

21日本鉱物学会･日本鉱山地質学会･日本岩石鉱物鉱床学会

秋季連合学術講演会

3.山口大学工学部本館(755宇部市常盤台)

4.日本鉱物学会･日本鉱山地質学会凸目本岩石鉱物鉱床学会

5.山口大学工学部資源工学科島散史

面755宇部市常盤台電話(0836)一31-5100

･日本海洋学会

1.昭和49年10月27目(目)～11月1目(金)

2.昭和49年度目本海洋学会秋季大会

3.仙台市民会館

4､日本洋学会

5.東北大学理学部地球物理学教室海洋物理学研究室内

面980仙台市青葉電話(0222)一27-6200内線3255

�

㈮

㌮

�

�

日本地下水学会

昭和49年10月4目(金)～5目(土)

日本地下水学会昭和49年度秋季講演会および見学会

秋田大学鉱業博物館(西010秋田市手形大沢28-1

電話(0188)33-5260)

日本地下水学会

川崎市高津区久本135(西213)

地質調査所水資源課内目本地下水学会

電話(044)一866-3171

〔注〕1.開催年月2.会合名3.会場4.主催者

5｡連絡先(掲載順位は原稿到着順)�


